


6 月

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

北九州芸術劇場

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

TAO DRUM ROCK 「続・十七人のサムライ」
1㈰ 16:00 SS席 ￥7000

  S席 ￥6000
 A席 ￥5000

㈱タオ・エンターテイメント
092（721）20152㈪ 19:00

※対象：小学生以上

北九州歌謡グランドフェスティバル　水森英夫審査会 8㈰ 10:15 ￥1000 北九州歌謡研究会
093（921）4652【髙下（こうげ）】

九州交響楽団　第56回北九州定期演奏会 14㈯ 17:00

一般 ￥3700
学生 ￥1100
会員 ￥3000

九響チケットサービス
092（823）0101

※対象：小学生以上

パルコ・プロデュース「コルトガバメンツ」
20㈮ 19:00

￥8500 ピクニックチケットセンター
050（3539）833021㈯ 13:00/18:00  

22㈰ 14:00

かがやけ！第12回　えがおの輪　ワンコインコンサート 28㈯ 13:00 ￥500 百瀬ミュージックボランティアグループ
093（962）7977

小倉北区連合婦人会　民踊のつどい 30㈪ 10:30 ￥500 小倉北区連合婦人会
093（531）9944【安部】

中
劇
場

ORIENTAL JEWEL BOX vol.7 8㈰ 13:30 ￥4000 YOSHIKOベリーダンススタジオ
090（8620）0327※当日￥500増

平成25年度北九州市民文化奨励賞受賞記念公演
冨永裕輔コンサート 14㈯ 18:00

プレミアムシート ￥5000
　　　一般 ￥3500
中学生以下 ￥1000

荘 清二郎
090（1051）9619

フィリップ・ドゥクフレ カンパニーDCA
「パノラマ」
大人も子どもも虜になる摩訶不思議なサーカスダンスが劇場に登場

22㈰ 14:00

　　　  一般 ￥5000
ユース（高校生～24歳以下） ￥3000
子ども（4歳～中学生） ￥2000
セット（一般＋子ども/枚数限定） ￥5500

北九州芸術劇場
093（562）2655

※対象：４歳以上
※ユースは要身分証提示
※託児あり、要予約

北九州市民劇場６月例会イッツフォーリーズ
「見上げてごらん夜の星を」

27㈮ 13:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

28㈯ 13:30/18:30  
29㈰ 13:30
30㈪ 13:30
7/1㈫ 13:30/18:30
7/2㈬ 13:30

※市民劇場会員でない方は
　お問合せください7/3㈭ 12:00

小
劇
場

ラニュイ　シャンソンコンサート 1㈰ 15:00 ￥1000 TAKAKOシャンソン教室「ラ・ニュイ」
090（9795）6462

楽しいフラダンス発表会 22㈰ 14:00 無　料 名越フラダンススクール
093（471）7018※会員・関係者のみ

第4回　ヴァイオリン発表会 29㈰ 14:30 無　料 島田久三江 ヴァイオリンスクール
093（654）2111

「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

marinoe＋展　絵画・写真 4㈬～10㈫ 無　料 Marinoe
093（963）8728

第12回九州電力ＯＢ作品展
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真・彫刻・その他 11㈬～17㈫ 無　料 九州電力OB会

093（980）5560

第2回　光祥会展　書道 18㈬～24㈫ 無　料 光祥会
093（561）3049

彩優会　絵画 25㈬～7/1㈫ 無　料 彩優会
0940（32）2032

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第68回　北九州合唱祭 1㈰ 13:00 ￥800 福岡県合唱連盟　北九州支部
093（602）7609【関根】

宮武きみえ室内楽シリーズvol.21　パリ管＆ボストン響の名手を迎えて
パスカル･モラゲス、若尾圭介、宮武きみえ、榎本裕子、響ホール室内合奏団メンバー（5人） 12㈭ 19:00

　　　  一般 ￥3500
学生（小～大学生） ￥2000 KMFカンマームジーク

093（871）2220【宮武】※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席自由

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東
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6 月

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第7回　KAITOフィルハーモニー管弦楽団演奏会
池田開渡（指揮）　ビゼー:組曲「カルメン」第1、第2組曲　ほか 15㈰ 14:00 無　料 KAITOフィルハーモニー管弦楽団

090（5479）2003【川谷】

第3回　ソノリテコンサート 22㈰ 13:00 無　料 ソノリテ
093（631）5325【三藤】

南 紫音　ヴァイオリン・リサイタル
南 紫音（ヴァイオリン）、江口 玲（ピアノ）　フォーレ:ヴァイオリン･ソナタ第1番イ長調 op.13　ほか 27㈮ 19:00

　 　指定席 ￥4000
 一般自由席 ￥3500
U-25自由席 ￥2000
（学生問わず、25歳以下要証明）
 ペア（自由席） ￥6000

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661

※対象：小学生以上
※当日各￥500増
※ペア（自由席）は前売りのみ

2014響シリーズ第2弾　ストリング・クヮルテットARCO
伊藤亮太郎（第1ヴァイオリン）、双紙正哉（第2ヴァイオリン）、柳瀬省太（ヴィオラ）、古川展生（チェロ） 29㈰ 15:00

　 　指定席 ￥4000
 一般自由席 ￥3500
U-25自由席 ￥2000
（学生問わず、25歳以下要証明）
 ペア（自由席） ￥6000
※対象：小学生以上
※当日各￥500増
※ペア（自由席）は前売りのみ

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（トニック・オブノーツ）　　　　　　　　　　　　　　障 7㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A 門司港
093（321）4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休なし
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
Ｆ

『フォトサークル錦町』 5/29㈭～6/3㈫ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093（321）4151

※29㈭は12:00から、最終日は16:00まで

『写真クラブ高見』 4㈬～10㈫ 無　料
※4㈬は12:00から、最終日は15:00まで

『シボリコミュニティ北九州　藍染展』 11㈬～17㈫ 無　料
※11㈬は12:00から

『墨心会』 19㈭～23㈪ 無　料
※最終日は16:00まで

１
Ｆ 『雲城山焼陶芸グループ作陶展』 19㈭～23㈪ 無　料

※最終日は15:30まで

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

オリエントの美術
ローマ時代のガラス、イランやトルコの陶器を展示。　　　　　　　　　　　　障 6/13㈮～8/31㈰

　 　一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

釣宏歌の祭典
カラオケ発表会 1㈰ 9:30 無　料 カラオケ喫茶　釣宏

093（332）4536
レトロ選抜歌謡祭
カラオケ発表会 15㈰ 9:30 無　料 レトロ選抜歌謡祭実行委員会

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 1㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093（331）670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ 8㈰ 14:00 無　料
旧大連航路上屋
093（322）5020

※都合により中止になることがあります。

マンスリーシアター 22㈰ 14:00 無　料
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6 月

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「からすのパンやさん」　ドナルドダック「ドナルドの少年団長」ほか 8㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画「コンチネンタル」(アメリカ) 21㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
ショパン作曲　「ピアノ協奏曲第1番」ほか。楽曲解説あり。 15㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画「顔」 28㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

童謡唱歌「すずめの学校」オープンスクール　　　　　　　障 1㈰ 14:00
　　一般 ￥1000
中・高校生 ￥500

童謡唱歌の広場
「すずめの学校」
080（1732）7090※小学生以下無料

仏教讃歌を歌う集い
コーラス演奏会 7㈯ 14:00 無　料 コーラス演奏会

090（5921）1182

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

到津の森公園 「到津の森公園前」徒歩1分　□休毎週火曜日
□所小倉北区上到津4-1-8　□℡093（651）1895　□時9:00～17:00小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

よしざわようこ 油彩画と版画展　「どうぶつ ぶつぶつ はなしてる」
自然に生きる動物たちのユーモラスな表情やけなげさ、やさしさを表現 4/6㈰～6/15㈰ 無　料 到津の森公園

093（651）1895※入園料が必要

北九州市漫画ミュージアム 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

画業40周年記念　追悼企画展
「畑中純展　小倉に帰ってきたどぉ～っ！」
小倉出身のマンガ家・畑中純の多彩な側面にふれる本格的な回顧展　　 　　　障

4/26㈯～6/22㈰

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※常設展とのセット券　一般 ￥600、中高生 ￥300、小学生 ￥150
※小学生未満無料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

綾小路きみまろ　爆笑スーパーライブ2014
知らない人に笑われ続けて35年！中高年のアイドル、綾小路きみまろ参上！ 3㈫ 14:00

S席 ￥5500
A席 ￥5000 ㈱鈴木企画

092（285）4864
※対象：18歳以上

第54回　吹奏楽祭 8㈰ 9:30
一般 ￥800
学生 ￥600 北九州吹奏楽連盟

090（1340）5364【𡈽谷】
※当日各￥200増

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：ふるさと料理人　藤 清光氏 14㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学
093（522）5008

さだまさしコンサート2014 21㈯ 17:00 全席指定 ￥8640 キョードー西日本
092（714）0159※対象：小学生以上

北九州記念混声合唱団　第31回定期演奏会 22㈰ 14:30
一般自由席 ￥1000
　　　  学生 ￥500 093（871）0656【坂本】
※中学生以下無料

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

□所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画　

展
示
室

武家の装束　ー姫君たちの装いー
江戸時代の武家の婚礼装束等、約20点展示。　　　　　　　　　　　　　　障

4/19㈯～
6/25㈬ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

和
室

表千家大学生茶会
表千家の茶道を習っている市内の大学生によるお茶会です。 15㈰ 10:00 ￥700

（薄茶二席・入館料込）

第8回北九州市民煎茶会
玉露席と香煎席の二席をお楽しみいただけます。 22㈰ 9:00 ￥1300

（玉露・香煎・入館料込）

北九州市小倉城庭園 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし
小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童

劇
場

第109回ファミリー人形劇場
家族で楽しめる人形劇　　出演：人形劇サークル　チチロ 8㈰ 14:00～

15:00 無　料 こども文化会館
093（592）4152

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北
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6 月

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

井口由多可　洋画展　ヨーロッパ浪漫の旅 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

石川珂旦　美の世界展　金工・絵画・立体造形の新しい姿 11㈬～17㈫ 無　料

～花の香る器展～　太田富隆　作陶展 18㈬～24㈫ 無　料

日本画・洋画　版画展 6/25㈬～7/1㈫ 無　料

小
画
廊

穴窯による焼締陶　稲葉幸作展 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

チャールズ・ファジーノ　3Ｄアート展 11㈬～17㈫ 無　料

仏画・水墨画展 18㈬～24㈫ 無　料

田中清　油絵展 6/25㈬～7/1㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 4㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬ 14:00 無　料

水環境館 「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

モンゴメリと花子の赤毛のアン展
L.M.モンゴメリ作・村岡花子訳「赤毛のアン」の世界を紹介　　　　　　　　　　　　障 6/14㈯～7/13㈰

　一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505赤毛のアン展ワークショップ「野の花の刺しゅう教室」

「赤毛のアン」に登場する野の草花を簡単な刺しゅうで表現します。 28㈯ 14:00
無　料

※材料費￥800
※対象：小学5年生以上、15名
※要事前申込

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

清張サロン「松本清張『表象詩人』と田中角栄『日本列島改造論』」
【講師】松本常彦（九州大学大学院教授） 14㈯ 14:00～

　16:00
無　料

松本清張記念館友の会・
松本清張記念館
093（582）2761

※要事前申込
※常設展示観覧は別途入場料が必要

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第15回吟詠剣詩舞道連盟青嵐独吟コンクール大会 15㈰ 10:00 無　料 吟詠剣詩舞道連盟青嵐事務局
090(9729)6944【岡本】

展
示

コ
ー
ナ
ー

小倉南美術協会書部会会員会友展
書道作品

1㈰～
7㈯

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会書部会
093(473)9296【西谷】

※1㈰は12:00から、7㈯は16:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州芸術劇場×北九州市立美術館分館 ｖｏｌ.2
モテたい売れたい僕らアーティスト
～アート界のスター・バスキアに憧れた若者の、愛と青春と勘違いの物語～

6㈮ 19:00

一般 ￥1200 北九州芸術劇場
093(562)2655

7㈯ 13:00
16:00

8㈰ 13:00
16:00

14㈯ 13:00
16:00

15㈰ 13:00 ※対象：小学生以上
※当日￥300増16:00

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

12



※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

6 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会
議
室

サイエンスショー
「植物の色素を使って色々実験」 1㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、春の星空を望遠鏡で観察　　　　　　　　　 障 7㈯ 19:30～

21:00

 大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、5/24㈯から電話受付開始

北九州市立児童文化科学館 「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

春の特別展「まるごと猫展」
はく製などの生物学的なものや浮世絵、招き猫などの文化的な品々を展示 ～1㈰ 9:00

　大人 ￥700
高大生 ￥400
小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券・前売券あり

動物写真家・岩合光昭氏の写真展「ねこ歩き」
前期：3/15～4/25日本のねこ、後期：4/26～6/1世界のねこ　　　　　　　　　障 ～1㈰ 9:00 ※要常設展観覧料

ギャラリートーク「博物館を100倍楽しむ！アースモールの恐竜見どころツアー・その２」
展示している恐竜を担当学芸員が現場で解説　　　　　　　　　　　　　　　　障 7㈯ 14:00 ※要常設展観覧料

歴史講演会「古賀市船原古墳群の新発見と6・7世紀の対外交渉」
講師：福岡大学教授　桃崎 祐輔氏 14㈯ 13:30 資料代 ￥700

室内講座「昆虫標本作製教室」
昆虫標本の作り方についての解説・実習 15㈰ 10:00

無　料
※対象：小学生以上
※要申込

バスハイク　ジオ・ツアー「ジオの恵みと日本の近代化」
石炭のゆかりの地を巡り、日本の近代化とジオの恵みを学ぶ 22㈰ 9:00

　大人 ￥2000
中学生 ￥1700
小学生 ￥1000

※対象：小学生以上
※要申込

たいけん講座「親子de！野菜からDNAをとりだしてみよう！」
親子でチャレンジ！お料理感覚でできるDNA実験！ 22㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学2～6年生とその保護者
※要申込

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）
□休年末年始、6/30～7/6　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

春企画展「未来へ夢をつむぐ～せんいのチカラ」展
せんいの化学について、実験機器をまじえ、わかりやすく楽しく学べる体験型の展示　 障 3/21㈮㈷～6/29㈰

　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥250

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上

化学せんい実験＆見どころガイド（展示場内）
「未来へ夢をつむぐ～せんいのチカラ」展示場内で行われるサービス

6月の
㈯㈰

10:00 ※要企画展観覧料

14:00 ※対象：小学生以上

ものづくりミニ体験
企画展に連動する、親子向けの少数制ミニ工作教室

6月の
㈯㈰

11:00 ￥100
13:00 ※対象：小学生（各回5名まで）

※当日来館時要予約15:00
ス
タ
ジ
オ

KIGS市民講座「超大型鋳造品製造への挑戦」
昨年度制作した企業ドキュメント映像（約26分）公開とコメント 27㈮ 15:30～

17:00
無　料

※要事前申込

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター ) 「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
八幡
東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ヴィデオ・スクリーニング１
詳細はお問い合わせ下さい。

6/16㈪～7/25㈮
※土・日・祝 休み 無　料

現代美術センター CCA北九州
093(663)1615“美術放談”－市民美術大学 美術講座（前期）－「国際文化交流機関の活動」

講師：7㈯湯浅 真奈美（英国）　21㈯堀口 典子（ドイツ）　28㈯伊東 正伸（日本）

7㈯
15:00 各 ￥50021㈯

28㈯ ※要事前申込

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休展覧会によります
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
ギ
ャ
ラ
リ
ー

雨やどり絵手紙展－真武香織と仲間達
雨やどりしませんか。さあ誰に会いに行こうかな…

27㈮～
29㈰

11:00～
17:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー

093(661)9130

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00八幡

東

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

澤田理恵　ソプラノコンサート
ピアノ・ソプラノ・ヴァイオリン 28㈯ 19:00 一般 ￥2000 心に残る唄事務局

093(771)7104
小
ホ
ー
ル

第３回　フラ　ホイケ
フラダンス発表会 15㈰ 13:00 一般 ￥500 フラ　ハーラウ　プアレイ

093(791)1282
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6 月

※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

平岡浩　油彩画展 3㈫～8㈰ 無　料

093(643)5268
初夏を楽しむ　古布の洋服と染創作服展 10㈫～15㈰ 無　料

猫たちのアート展　～不思議な仲間～ 17㈫～22㈰ 無　料

鍋島緞通展 24㈫～29㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩1分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

子どものためのクラシックコンサート 5㈭ 10:30 無　料
福岡県教職員互助会

子どものクラシックコンサート実行委員会
093(953)0381

民舞の会　結っ鼓　25周年公演 15㈰ 13:30 ￥1000 民舞の会　結っ鼓
090(8228)2804

第５回神洲太鼓ファミリーコンサート 22㈰ 13:00 ￥2500 神洲太鼓
093(695)0788【村上】

中
ホ
ー
ル

第43回日本クラウン全国吟詠コンクール九州地区大会 1㈰ 10:00 無　料 日本クラウン
093(612)7813【河野】

Ho‘ike　2014
フラダンス発表会 6㈮ 13:00 無　料 アロハフラメイツ

093（602）4815【内田】※要入場整理券

フラメンコ発表会
フラメンコ舞踊 7㈯ 17:30 無　料 Girasol

090(9401)0320【萩原】※入場整理券配布枚数終了

ピティナピアノコンペティション北九州予選
21㈯ 11:00

予定 無　料
㈱ヤマハミュージッククリティリング

小倉店
093(531)4342【河嶋】22㈰ 10:00

予定

桂まん我ひとり会 24㈫ 19:00 ￥2500 ㈱H・プロモーション
093（777）3498※当日￥300増

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

和紙ちぎり絵展
工芸 5/27㈫～6/1㈰ 無　料 しゅんこうの和紙ちぎり絵サークル

093(641)8367【荒井】
ファブリックステンシル作品展
ステンシル　20点 5/27㈫～6/1㈰ 無　料 宮本　睦美

093(691)3097
写真クラブ五葉会10周年記念写真展
写真　約40点 10㈫～15㈰ 無　料 写真クラブ五葉会

093(602)3230【藤田】
自然染めとシルクの服展
染色 23㈪～29㈰ 無　料 アトリエサラサ

092(953)6395【星野】

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

短冊に願いをこめて
七夕に向け、色とりどりの短冊に願い事を書いて笹に飾ります 6/21㈯～7/7㈪ 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休6/4㈬、6/18㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第51回　北九州母親大会 15㈰ 13:00 資料代 ￥700 北九州母親大会 実行委員会
090(8627)6728【堀田】

第27回　中之島流大正琴発表会 22㈰ 10:30 無　料
中之島流大正琴
九州地区福岡県本部
093(741)1097【古森】

美
術

展
示
室

第16回　親しむ書作品展
書　約110点

2㈪～
8㈰

10:00～
18:00

無　料 清和会
093(671)7248【堺】

※2㈪は12:00から、8㈰は16:00まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

美味道楽七十年　魯山人の宇宙
陶芸家・書家・美食家など多彩な顔をもつ北大路魯山人の芸術を紹介　　　障 5/3㈯㈷～6/29㈰

 一般 ￥1000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館
093(882)7777

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館戸畑
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※５月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

声専科道場サムライ　カラオケ発表会 1㈰ 9:30 無　料 声専科道場サムライ
093(631)5210【小川】

森田千翔会　カラオケ発表会 8㈰ 10:00 無　料 森田千翔会
093(791)5712【森田】

前橋 汀子　ヴァイオリン・リサイタル　
モーツァルト：ヴァイオリンソナタト長調K.301　フォーレ：夢のあとに　他　障 10㈫ 19:00

　　　  S席 ￥5500
　　　  A席 ￥4500
A席（高校生以下） ￥2000

北九州労音
093(571)0227【松前】

※対象：小学生以上

平成26年度　ウェルとばた　初夏のをどり 15㈰ 11:30
一般 ￥1000 （社福）北九州市社会福祉協議会

093(871)7200
【ウェルとばた総合案内】

※当日￥500増
※小学生以下無料

PROM2014
生徒による発表会。様々なジャンルの曲を各バンドで演奏します。 29㈰ 16:30 無　料

㈱ヤマハミュージックリテイリング
小倉店

093(531)4344【宮川】

中
ホ
ー
ル

北九州楽友協会　ジョイントコンサート
津田 祟博（ピアノ）　小泉 詠子（メゾソプラノ） 6㈮ 19:00

　　　一般 ￥2000
高校生以下 ￥1000

北九州楽友協会
093（622)1900【松尾】

※対象：3歳以上　※当日各￥500増

音楽の宝石箱(ジュエリーボックス）第2章 ～風～
歌、ギター、フルート、尺八による演奏。オペラ、イギリス民謡、日本歌曲他　障 12㈭ 19:00

一般 ￥2000
学生 ￥1000

Musica Antiqva
090(7980)6439【吉住】

※対象：小学生以上　※当日各￥500増

森山陽介　テューバリサイタル
酒井格：黒潮の使い、和田直也：委嘱作品、グレグソン：テューバ協奏曲など 21㈯ 14:00

　　 一般 ￥1000
高校生以下 ￥700 森山　陽介

090(7448)8577
※対象：小学生以上

つくし会　ピアノ発表会 22㈰ 13:30 無　料 つくし会
093(921)0645【平木】

ピアノ発表会 28㈯ 13:00 無　料 川﨑　美穂
090(3196)3211

戸畑市民会館（ウェルとばた内） 「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

木本絵画教室展
油彩・水彩　約30点

17㈫ 12:00～
17:30

無　料 木本絵画教室
093(581)3366

18㈬～
21㈯

10:00～
17:30

22㈰ 10:00～
16:00

木本重利個展
油彩　約30点

24㈫～
28㈯

10:00～
17:30 無　料 木本重利

093(581)336629㈰ 10:00～
16:00

戸畑生涯学習センター 「戸畑駅」徒歩3分　 「浅生市場前」徒歩1分　□休月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始
□所戸畑区中本町7-20　□℡093(882)4281　□時9:00～22:00戸畑

6 月

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅰ　ー特集　浜田知明ー
戦争をテーマにした版画と彫刻などから浜田知明(1917～)の画業を紹介 障 4/19㈯～7/6㈰

　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50 北九州市立美術館

093(882)7777本
館
１
階

講
堂
展
示
室

(コレクション展関連イベント)
学芸員によるスライド・トーク
当館学芸員による作品解説

15㈰ 14:00 無　料

本
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

ミュージアムコンサート
古木 雅士さんによるピアノの演奏 21㈯ 12:00 無　料 北九州市立美術館友の会

093(882)7777

Ｂ
１
Ｆ

講
堂

館長講座「芸術都市をめぐって」１ ウィーン
19～20世紀初頭のヨーロッパで、「芸術都市」を標榜した都市のうちウィーンに焦点を当てる 22㈰ 14:00～

15:30 無　料 北九州市立美術館
093(882)7777

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第８回キルターズＱ　パッチワーク＆キルト展
工芸　約90点 3㈫～8㈰ 無　料 キルターズＱ

093(652)6824【神吉】
新世紀展
洋画　約95点 10㈫～15㈰ 無　料 新世紀美術協会福岡支部

093(791)4905【藤田】
第36回日本新工芸九州展
工芸品　約125点 17㈫～29㈰

一般 ￥500 日本新工芸家連盟
0956(31)3094【高木】※当日￥100増

※大学生以下無料

北九州市立美術館本館戸畑
「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）

2014 年 6月号表紙
北九州市立文学館
ステンドグラス

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2014.6.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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■
渡
辺
貞
夫
グ
ル
ー
プ
２
０
１
４
コ

ン
サ
ー
ト

８
月
21
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）。
２
０
１
１
年
に
音
楽
活
動
60

周
年
を
迎
え
、
13
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル

で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
な
ど
精

力
的
な
サ
ッ
ク
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
渡
辺

貞
夫
が
、
黒
崎
に
。
２
月
に
は
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
も
出
演
し
て
き
た
ば
か
り
だ
。
80

歳
を
過
ぎ
て
も
第
一
線
で
活
躍
す
る

姿
は
ま
さ
に
生
涯
現
役
プ
レ
イ
ヤ
ー
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
５
０
０
０
円
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
音
楽
の
絵
本　

ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ

ラ
ス
と
弦つ
る

う
さ
ぎ

７
月
５
日
（
土
）
午
前
の
部
、
午
前

10
時
30
分
開
場
、
同
11
時
開
演
。
午

後
の
部
、
午
後
２
時
30
分
開
場
、
同

３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル

（
八
幡
東
区
平
野
）。
指
揮
者
を
は
じ

め
、
演
奏
者
全
て
が
希
少
動
物
の
金

管
五
重
奏
「
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ

ス
」。
う
さ
ぎ
の
四
姉
妹
の
弦
楽
四

重
奏
「
弦
う
さ
ぎ
」。
０
歳
児
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
演
奏
会
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
大
人
３
０
０

０
円
、
子
ど
も
（
０
歳
〜
小
学
生
）

１
０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円

増
。
※
未
就
学
児
も
チ
ケ
ッ
ト
必
要
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト

７
月
21
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
30

分
開
場
、
同
３
時
開
演
。
ア
ル
モ

ニ
ー
サ
ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー

ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）。
１
９
８

４
年
、
市
民
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
30
歳
を
迎
え
た
。

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市
民センター、生涯学習セン
ター、図書館、市内体育施
設、北九州空港、男女共同
参画センター・ムーブ、
井筒屋、モノレール駅、レ
インボープラザ、北九州芸
術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

出
演
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
安
積
道

也
、
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤA

ngelic 
Shout!　

全
席
自
由
。
入
場
料
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
８
０
０
円
、

子
ど
も
（
４
歳
〜
小
学
生
）
５
０
０

円
、
親
子
ペ
ア
（
大
人
＋
子
ど
も
）

１
０
０
０
円
。
３
歳
以
下
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
５
６
２
）
３
６
１
１

©SUPERKIDS

オルガニスト　安積道也

8

会
い
し
て
、
そ
れ
か
ら
決
め
る
と
い

う
の
も
案
外
難
し
く
、
あ
る
程
度
の

目
星
を
つ
け
て
か
ら
門
を
叩
き
ま

す
。
初
め
て
の
地
で
、
初
め
て
の
先

生
と
の
出
会
い
。
ワ
ク
ワ
ク
も
あ
る

け
れ
ど
、
や
は
り
不
安
だ
ろ
う
と
推

察
し
ま
す
。

　

私
の
所
に
新
し
く
や
っ
て
来
た
子

ど
も
達
は
、
と
て
も
楽
し
く
や
っ
て

い
ま
す
。
引
っ
越
し
て
い
っ
た
子
ど

も
達
、
元
気
で
頑
張
っ
て
ま
す
か
？

新
し
い
土
地
で
新
し
い
先
生
と
、
さ

ら
に
羽
ば
た
い
て
く
れ
る
事
を
祈
り

ま
す
。

な
り
そ
う
で
す
。

　

ピ
ア
ノ
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
移

転
先
で
新
し
い
先
生
を
探
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
や
塾
等
の
組

織
に
入
る
の
と
は
違
っ
て
、
ピ
ア
ノ

は
、「
近
所
の
先
生
に
お
願
い
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
先
生
と
生
徒
一
対
一
の
関
係

に
な
る
の
で
、
相
性
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
深
い
部
分
で
の
音
楽

的
な
共
感
も
、
信
頼
関
係
に
つ
な
が

る
大
事
な
要
素
で
す
。
何
度
か
お
会

い
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
事
が

た
く
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
先
生
に
お

　

も
う
６
月
で
す
ね
。

　

今
年
の
春
は
、
子
ど
も
達
の
移
転

が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
あ
り
ま
し

た
。
父
は
転
勤
の
な
い
職
業
だ
っ
た

の
で
、
私
に
は
そ
の
経
験
が
な
い
の

で
す
が
、
転
勤
っ
て
大
変
そ
う
で
す

ね
。
辞
令
が
出
て
短
期
間
で
、
家
中

の
荷
物
を
ま
と
め
、
新
し
い
家
を
探

し
て
、
引
っ
越
し
て
、
学
校
の
手
続

き
等
々
。
考
え
る
だ
け
で
気
が
遠
く

新
天
地
で
羽
ば
た
い
て
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昨年の公演「切り裂かれたキャンバス」より

80
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
駆
け
抜
け

た
バ
ス
キ
ア

　

１
９
８
０
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
、
街
中
や
地
下
鉄
に
グ※
１

ラ
フ
ィ

テ
ィ
が
溢
れ
、
ク
ラ
ブ
を
中
心
に

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど
の
ミ
ッ
ク
ス
・

カ
ル
チ
ャ
ー
が
勃
興
し
、
刺
激
を
求

め
る
若
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
街

で
し
た
。
後
に
世
界
の
ト
ッ
プ
ス

タ
ー
と
な
っ
た
マ
ド
ン
ナ
が
、
成
功

を
夢
見
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
踊
っ
て

い
た
頃
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街

角
や
地
下
鉄
に
「SA

M
O

（Sam
e 

O
ld Shit

：
つ
ま
ん
ね
ー
）」
と
サ

イ
ン
の
入
っ
た
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ア
ー
ト

関
係
者
の
間
で
も
話
題
と
な
っ
た
こ

の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
作
者
は
、
ジ
ャ

ン
・
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
と
そ
の

友
人
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
始
ま
っ
た
60
年

12
月
、
バ
ス
キ
ア
は
、
ハ
イ
チ
出
身

の
父
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
の
母
の

下
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
ア
ー
ト
好
き
な
母
親
の
影
響
で

幼
い
頃
か
ら
絵
に
親
し
ん
で
い
た
バ

ス
キ
ア
は
、
10
代
か
ら
路
上
で
の
表

現
を
開
始
。
高
校
を
中
退
後
、
家
を

飛
び
出
し
、
自
作
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
売
り
な
が
ら
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
成
功
を
夢
見
て

い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、あ
る
グ
ル
ー

プ
展
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
新

し
い
世
代
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て

一
躍
脚
光
を
浴
び
る
の
で
す
。

モ
テ
る
こ
と
、
売
れ
る
こ
と
、

絵
を
描
き
続
け
る
こ
と

　

や
が
て
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
巨
匠

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
も
認
め

ら
れ
た
バ
ス
キ
ア
の
評
価
は
益
々
高

ま
り
、
そ
の
作
品
は
高
値
で
取
引
さ

れ
る
よ
う
に
。
高
級
ス
ー
ツ
を
着
崩

し
た
ド
レ
ッ
ド
ヘ
ア
の
バ
ス
キ
ア

は
、
そ
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
立
ち

振
る
舞
い
と
、
当
時
ア
ー
ト
界
で
は

少
数
派
の
黒
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ピ
カ
ソ
」と
も
呼
ば
れ
、

ア
ー
ト
界
の
ア
イ
ド
ル
の
よ
う
に
扱

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
話
題
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

近
づ
こ
う
と
、
バ
ス
キ
ア
の
周
り
に

た
む
ろ
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
や
コ
レ

ク
タ
ー
。
突
如
手
に
し
た
名
声
と
お

金
。
あ
れ
ほ
ど「
有
名
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
い

ざ
手
に
す
る
と
足
か
せ
の
よ
う
に
自

身
の
表
現
を
縛
る
「
成
功
」
の
不
思

議
。
多
大
な
賞
賛
と
、
そ
の
陰
に
潜

む
根
強
い
人
種
差
別
。
周
り
の
人
は

出演・穴迫信一（ブルーエゴナク）、
折元沙亜耶、木村健二（飛ぶ劇場）

お
ろ
か
、
自
分
の
才
能
を
も
疑
い
は

じ
め
、
次
第
に
自
分
自
身
を
失
っ
て

い
く
バ
ス
キ
ア
…
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
と
い

う
こ
と
、
ア
ー
ト
界
で
生
き

る
と
い
う
こ
と

　

北
九
州
市
立
美
術
館
の
所
蔵
品
か

ら
一
点
を
選
び
、
作
品
に
ま
つ
わ
る

物
語
を
演
劇
的
手
法
で
浮
き
上
が
ら

せ
る
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
と
な
る
本
作

は
、若
く
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ー

ト
界
の
寵ち
ょ
う
じ児

と
な
り
、
成
功
と
孤
独

の
内
で
27
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
バ
ス

キ
ア
の
絵
画
を
取
り
上
げ
ま
す
。
バ

ス
キ
ア
の
作
品
と
出
会
っ
た
こ
と
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
志
す
一
人
の
若
者

と
、
彼
を
取
り
巻
く
人
々
と
の
対
話

を
通
し
、「
作
品
の
良
し
悪
し
は
ど

の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
？
」「
ア
ー

ト
の
価
値
と
は
？
」と
い
っ
た
、ア
ー

ト
の
普
遍
的
な
問
い
に
迫
り
ま
す
。

10
年
足
ら
ず
の
作
家
生
活
で
数
千
枚

に
も
及
ぶ
絵
画
や
ド※
２

ロ
ー
イ
ン
グ
を

残
し
た
バ
ス
キ
ア
。
路
上
で
手
に
し

た
独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル
と
、
旺
盛

な
表
現
欲
は
今
も
多
く
の
人
々
に
影

響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
会
場
と
な
る
の
は
劇
場
で

は
な
く
美
術
館
。
演
劇
作
品
を
観
賞

後
、
学
芸
員
の
解
説
と
共
に
、
本
物

の
バ
ス
キ
ア
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
す
。

ア
ー
ト
と
演
劇
の
融
合
か
ら
広
が
る

豊
か
な
世
界
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

美
術
館
で
演
劇
×
ア
ー
ト
。
注
目
の
コ
ラ
ボ
公
演
第
二
弾
！

成
功
を
夢
見
る
若
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
恋
と
青
春
と
七
転
八
倒
。

北九州芸術劇場×北九州市立美術館分館vol.2

モテたい売れたい僕らアーティスト
～アート界のスター・バスキアに憧れた若者の、愛と青春と勘違いの物語～

※
１　

ス
プ
レ
ー
な
ど
を
使
い
、
壁
な
ど
に
描
か
れ
た

落
書
き
の
こ
と
。

※
２　

木
炭
や
鉛
筆
な
ど
を
使
っ
て
描
く
線
画
の
こ
と
。

 

※
日
時
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
北
九
州
市
立
美
術
館
分
館
の
欄
を
ご
確
認
下
さ
い
。
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Information

【常設展示入館料】※（　）内は団体料金
一　般　400円（320円）
中高生　200円（160円）
小学生　100円（80円）
小学生未満　無料
【開館時間】
午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
※毎週火曜日（休日の場合はその翌日）
休館
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

「
漫
画
」
と
い
う
文
化

　

今
年
『
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ

行
こ
う
』（
伊
藤
遊
・
谷
川
竜
一
・

村
田
麻
里
子
・
山
中
千
恵　

著
／
岩

波
書
店
）
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
当
館
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

読
む
と
国
内
外
に
漫
画
に
関
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
単
な
る

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
な
く
、「
マ
ン
ガ
と
い

う
文
化
と
は
な
に
か
」
と
い
う
事
に

も
触
れ
て
い
ま
す
。
漫
画
が「
文
化
」

だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
。

　

日
常
的
に
触
れ
て
い
る
漫
画
を
、

い
ざ
「
文
化
」
と
し
て
捉
え
る
と
、

か
な
り
戸
惑
い
を
感
じ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の
間
で
、
漫

画
は
研
究
対
象
と
し
て
注
目
を
集
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
現
わ

れ
と
し
て
、漫
画
を
研
究
す
る
大
学
・

教
育
機
関
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

京
都
精
華
大
学
の
学
長
に
、
漫
画
家

の
竹
宮
惠
子
氏
が
就
任
し
た
ニ
ュ
ー

ス
が
記
憶
に
新
し
い
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。

　

１
９
８
０
年
代
ご
ろ
ま
で
は
「
漫

画
を
読
む
と
バ
カ
に
な
る
」
と
親
か

ら
言
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
か
ら
「
悪
書
」
と
た
た
か
れ

た
漫
画
は
、
文
学
や
絵
画
に
比
べ
低

俗
だ
と
い
う
扱
い
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
日
本
の
文
化
、
産
業
と

し
て
押
し
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
手
塚
治
虫
氏
の
逝
去
と
、
国

や
地
方
自
治
体
が
マ
ン
ガ
文
化
に
関

わ
り
を
持
ち
始
め
た
か
ら
だ
と
本
書

で
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
漫
画
と
は
な
に
か
」
と
い
う
問

い
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
、
文
学
や

絵
画
と
同
じ
よ
う
に
、
漫
画
史
や
作

漫画
hiroba古　川 　清　香

北九州市漫画ミュージアム　司書
漫画と北九州

Sayaka Furukawa

家
論
、
作
品
論
、
技
術
論
、
産
業
論

な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
も
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
書

籍
を
み
る
と
、
漫
画
が
い
か
に
私
た

ち
の
生
活
と
密
に
つ
な
が
っ
て
い
た

か
が
分
か
り
ま
す
。
大
衆
文
化
で
あ

る
漫
画
は
、私
た
ち
の
生
活
習
慣
や
、

趣
味
嗜
好
が
鮮
明
に
読
み
取
れ
る
媒

体
で
も
あ
り
ま
す
。
大
衆
文
化
の
歴

史
を
ひ
も
と
く
に
は
、
と
て
も
貴
重

な
研
究
材
料
と
な
る
事
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
漫
画
は
そ
も
そ
も
消
費
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
、

昔
の
作
品
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
る
も
の

が
少
な
く
、
研
究
を
困
難
に
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
漫
画
研
究
を
行
う

上
で
、
漫
画
作
品
や
原
画
、
漫
画
雑

誌
、
単
行
本
の
保
存
と
整
理
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
者
の
よ
う
に
漫
画
を
捉
え
る

の
も
興
味
深
い
で
す
が
、
一
読
者
と

し
て
、
漫
画
の
仕
組
み
を
改
め
て
考

え
て
み
る
の
も
面
白
い
も
の
で
す
。

当
館
常
設
展
示
室
に
は
「
漫
画
の
七

不
思
議
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
漫
画
が
で
き
る
ま
で
の
過
程

や
コ
マ
割
り
、
コ
マ
の
中
の
表
現
方

法
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。
実
は

漫
画
は
、コ
マ
割
り
、セ
リ
フ
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
表
情
・
動
き
、
背
景
に

あ
る
効
果
線
な
ど
、
一
枚
の
紙
に

様
々
な
形
で
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
読
み
手
は
、
漫
画
家
が
描

く
様
々
な
表
現
を
、
情
報
と
し
て
的

確
に
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
す
。
あ

る
程
度
の
決
ま
り
事
を
踏
ま
え
、
文

字
と
絵
と
コ
マ
割
り
の
要
素
を
駆
使

し
、
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
作
品
を

作
り
上
げ
る
漫
画
家
も
す
ご
い
の
で

す
が
、
そ
れ
を
読
み
取
っ
て
い
る
私

た
ち
も
、
高
い
情
報
処
理
能
力
を
備

え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
漫
画
に
関
す
る
研
究

書
や
歴
史
、
作
家
論
、
漫
画
読
本
、

作
画
技
術
な
ど
の
本
も
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
漫
画
を
読
ん
で
、
面
白
い
！

と
思
っ
た
そ
の
先
、「
漫
画
っ
て
そ

も
そ
も
な
に
？
」
と
い
う
あ
な
た
の

知
的
好
奇
心
を
、
閲
覧
ゾ
ー
ン
の
研

究
書
が
大
い
に
刺
激
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

漫画ミュージアム ６階常設展示室
「漫画の七不思議」コーナー

『マンガミュージアムへ行こう』（表紙：しりあがり寿）
伊藤遊・谷川竜一・村田麻里子・山中千恵 著／岩波書店
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

戦争と芸術をめぐる雑感―
「特集 浜田知

ち

明
めい

 ―戦争とその表象」展に
 寄せて

浜田知明《初年兵哀歌（歩哨）》1954年

浜田知明《風景》1995年

浜田知明《芋虫の兵隊（A）》1992-95年

の
モ
デ
ル
は
零
戦
の
設
計
者
で
し
た

が
、
戦
争
の
悲
劇
は
映
画
の
中
で
ご

く
一
部
、
暗
示
的
に
描
か
れ
る
だ
け

で
、
む
し
ろ
全
編
を
貫
い
て
描
か
れ

る
の
は
、
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
む

主
人
公
の
ひ
た
む
き
な
姿
で
し
た
。

主
人
公
を
突
き
動
か
す
の
は
優
れ
た

飛
行
機
や
か
れ
ん
な
女
性
な
ど
、
美

へ
の
純
粋
な
憧
れ
の
み
で
あ
り
、
起

こ
り
う
る
将
来
に
悩
み
苦
し
む
姿
は

そ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
わ
ず
か
な
例
で
す
が
、
戦
争

と
芸
術
は
し
ば
し
ば
密
接
な
関
わ
り

を
示
し
ま
す
。
戦
争
に
は
理
屈
を
超

え
て
人
々
を
駆
り
立
て
る
力
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
美
を
伴
っ
て

語
ら
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
美
化
さ
れ

る
場
合
、
そ
の
力
は
魔
力
と
な
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
美
が
と
き
に
含
み

持
つ
罪
深
さ
を
肝
に
銘
じ
、※
２

美び

醜し
ゅ
うと

善
悪
と
を
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

言
文
で
は
「
戦
は
唯
一
な
る
世
界
の

衛
生
法
な
り
」
と
う
た
わ
れ
、
破
壊

や
暴
力
が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
旧
来
の
価
値
観
を
打
ち
壊
し
、

祖
国
の
近
代
化
を
よ
り
推
進
し
よ
う

と
の※
１

言こ
と

挙あ

げ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』

に
は
平
和
を
愛
し
た
19
世
紀
英
国
の

美
術
評
論
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の

言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ス

キ
ン
は
「
戦
争
は
あ
ら
ゆ
る
技
術
の

基
礎
で
あ
る
と
私
の
言
う
時
、
そ
れ

は
同
時
に
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
高
き
徳

と
能
力
の
基
礎
で
も
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
続
け
て

「
こ
の
発
見
は
私
に
と
り
て
頗す
こ
ぶる

奇

異
で
あ
り
、
か
つ
頗
る
怖
ろ
し
い
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
ま
っ
た

く
否
定
し
難
き
事
実
で
あ
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

過
去
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
だ
け
で

な
く
身
近
な
例
と
し
て
、
昨
年
公
開

さ
れ
た
宮
崎
駿
監
督
の
映
画
『
風
立

ち
ぬ
』
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
主
人
公

　

北
九
州
市
立
美
術
館
本
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
現
在
「
特
集 

浜
田
知
明 

―
戦
争
と
そ
の
表
象
―
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
７
月
６
日

（
日
）
ま
で
）。
浜
田
知
明
（
１
９
１

７
年
生
、
熊
本
在
住
）
は
自
身
の
戦

争
体
験
を
も
と
に
し
た
作
品
群
で
よ

く
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
展
示
で

は
代
表
作
《
初
年
兵
哀
歌
》
シ
リ
ー

ズ
を
は
じ
め
、
版
画
42
点
、
彫
刻
11

点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
戦
争
と
芸
術
と
い
う
テ
ー

マ
の
場
合
、
一
般
に
は
戦
争
の
悲
惨

さ
や
非
人
間
性
を
訴
え
る
作
品
を
思

い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

方
、
戦
争
に
は
人
々
の
心
を
捉
え
て

離
さ
な
い
、
あ
る
力
が
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
し
ば
し

ば
美
が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
に
、

私
た
ち
は
も
っ
と
冷
静
に
向
き
合
う

べ
き
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
20
世
紀
初
頭
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
イ
タ
リ
ア
で

起
こ
っ
た
美
術
運
動
、
未
来
派
の
宣

※
１　

と
り
た
て
て
言
葉
に
出
し
て
言
い
た
て
る
こ
と

※
２　

美
し
い
こ
と
と
み
に
く
い
こ
と

 

※
詳
細
は
、
９
ペ
ー
ジ
の
北
九
州
市
立
美
術
館
本
館
の
欄
を
ご
確
認
下
さ
い
。



4

中島京子『小さいおうち』
文藝春秋

小倉の森鷗外旧居

任
し
て
き
た
主
人
公
が
、
女
中
や
雇

人
に
難
儀
す
る
話
で
す
。
こ
れ
は
、

鷗
外
の
実
体
験
に
基
づ
い
て
お
り
、

『
小
倉
日
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
清
張
は
、
鷗
外
と
女
中
の
関
係

に
興
味
を
持
ち
、『
鷗
外
の
婢ひ

』
と

い
う
作
品
を
書
き
ま
し
た
。「
婢
」

は
女
中
の
こ
と
で
す
。『
鷗
外
の
婢
』

の
主
人
公
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま

す
。

〈
ぼ
く
は
、
小
倉
日
記
を
読
ん
で
ね
、

こ
の
三

※

樹
亭
の
美
人
姉
妹
に
興
味
を

お
ぼ
え
た
。
そ
れ
と
、
鷗
外
が
雇
っ

た
女
中
だ
。
こ
れ
は
次
次
と
代
わ
っ

て
、ち
ょ
っ
と
し
た
女
中
太
平
記
だ
〉。

　

さ
ら
に
清
張
の
エ
ッ
セ
イ
『
私
の

く
ず
か
ご
』
で
は
、
次
の
逸
話
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。〈
谷
崎
潤
一
郎
氏

に
、
お
手
伝
い
さ
ん
の
こ
と
を
書
い

た
「
台
所
太
平
記
」
が
あ
る
。
／
私

は
生
前
の
谷
崎
氏
と
は
何
の
縁
故
も

な
か
っ
た
が
、
谷
崎
家
の
お
手
伝
い

さ
ん
の
妹
が
私
の
家
の
お
手
伝
い
さ

ん
に
な
っ
て
い
た
と
き
が
あ
っ
た
。

ど
う
い
う
用
事
だ
っ
た
か
忘
れ
た

が
、
あ
る
と
き
、
谷
崎
夫
人
か
ら
、

そ
の
お
手
伝
い
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い

て
私
の
家
に
問
合
せ
が
あ
っ
た
。
た

だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
あ
れ
が
も
う

少
し
発
展
し
て
い
た
ら
、
あ
る
い
は

お
手
伝
い
さ
ん
の
こ
と
か
ら
谷
崎
氏

に
何
ら
か
の
交
渉
を
持
ち
得
た
か
も

し
れ
な
い
と
も
思
う
〉。
こ
れ
を
読

む
と
、『
台
所
太
平
記
』
に
登
場
す

る
妻
・
讃さ
ん

子こ

が
、
愛
情
豊
か
に
女
中

た
ち
を
切
り
盛
り
す
る
姿
を
思
い
出

し
ま
す
。
清
張
も
、
小
説
の
世
界
に

触
れ
た
高
揚
感
が
あ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

―
―
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
お
気
付
き

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
〝
女
中
も
の
〞
を
、

こ
と
ご
と
く
反
転
さ
せ
た
の
が
、
悪

魔
の
よ
う
な
家
政
婦
が
主
人
公
の
、

清
張
作
『
熱
い
空
気
』
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
ド
ラ
マ
『
家
政
婦

は
見
た
！
』
の
原
作
と
言
っ
た
ほ
う

が
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
の
『
私
の
く
ず
か
ご
』
に
は
続

き
が
あ
り
、
松
本
家
が
最
初
に
雇
っ

た
「
お
手
伝
い
さ
ん
」
に
つ
い
て
触

れ
て
あ
り
ま
す
。
北
海
道
出
身
で
、

働
き
者
の
十
七
、
八
歳
の
娘
さ
ん
で

し
た
。
彼
女
は
、
タ
ク
シ
ー
を
停
め

る
と
き
、
通
過
す
る
車
全
て
に
手
を

挙
げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
か
。

〈
今
で
も
、
交
通
巡
査
の
よ
う
に
手

を
あ
げ
つ
づ
け
て
い
た
お
手
伝
い
さ

ん
を
思
い
出
す
。
五
年
前
、
彼
女
は

釧
路
か
ら
手
紙
を
寄
こ
し
て
、
母
に

な
っ
た
と
知
ら
せ
て
き
た
〉。

　
『
熱
い
空
気
』
か
ら
は
想
像
し
難

い
で
す
が
、
実
際
の
清
張
の
「
女
中

ば
な
し
」
は
、『
台
所
太
平
記
』
に

倣
っ
て
、
温
か
い
も
の
だ
っ
た
よ
う

で
、
一
安
心
で
す
。

　

松
本
清
張
と
〝
女
中
も
の
〞

　

中
島
京
子
著
『
小
さ
い
お
う
ち
』

が
、
山
田
洋
次
監
督
に
よ
り
映
画
化

さ
れ
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
大
好
き
な
小
説
で
す
。
活
字

を
読
ん
で
い
て
も
、
昭
和
初
期
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分
に

な
れ
ま
す
。
現
代
か
ら
の
ツ
ッ
コ
ミ

も
秀
逸
で
、
最
後
に
は
切
な
い
結
末

が
…
…
。

『
小
さ
い
お
う
ち
』を
書
く
に
あ
た
っ

て
、
著
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、

谷
崎
潤
一
郎
の
『
台
所
太
平
記
』
を

は
じ
め
と
す
る
、
か
つ
て
文
豪
た
ち

が
書
い
た
、
女
中
の
小
説
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

従
来
、
小
説
の
中
で
女
中
は
脇
役

で
し
た
。
例
え
ば
、夏
目
漱
石
の『
坊

ち
ゃ
ん
』に
登
場
す
る「
清
」な
ど
は
、

名・

脇・

役・

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
谷
崎
は
、女
中
を
主
役
に
し
て『
台

所
太
平
記
』
を
書
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
、個
性
的
な
面
々
に
、人
情
も
あ
っ

て
、
実
に
面
白
い
の
で
す
。

　

実
は
、松
本
清
張
も
、谷
崎
の
『
台

所
太
平
記
』
を
気
に
入
っ
て
い
た
よ

う
な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
文
豪
の

「
女
中
ば
な
し
」
と
い
え
ば
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
、
話
の
種
は
あ
り
ま
し

た
。

　

森
鷗
外
の
『
鶏
』
は
、
小
倉
に
赴

文芸

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3　093(582)2761
【観覧料】
※（　）内は団体料金
一般　　　500円 （400円） 　年長者利用証提示：400円
中・高生　300円 （240円） 
小学生　　200円 （160円） 
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで)

Information

hiroba 柳　原　暁　子
北九州市立松本清張記念館　専門学芸員

Akiko Yanagihara

清張アラカルト

注

：

三
樹
亭
は
小
倉
に
あ
っ
た
西
洋
料
理
店
で
、
の
ち

の
カ
フ
ェ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
、
清
張
の
芥
川
賞
受
賞

祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。鷗
外
は〈
三

樹
亭
の
女
美
貌
を
以
て
聞
ゆ
〉
と
書
い
て
い
る
。

松本清張『鷗外の婢』
光文社
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
東
日
本

大
震
災
は
、
演
劇
の
世
界
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
当
時
「
こ
ん
な

時
に
演
劇
な
ん
か
や
っ
て
い
て
い
い

の
か
」「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
演

劇
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
創
作
者
た
ち
は
様
々
に
悩
み
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
模
索

し
た
。
そ
し
て
、
震
災
を
単
な
る
悲

劇
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

震
災
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
「
世
界

の
ほ
こ
ろ
び
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

る
作
品
も
多
く
生
ま
れ
て
き
た
。

　

４
月
に
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア

ン
シ
ア
タ
ー
で
公
演
を
行
っ
た
劇
団

「
か
も
め
マ
シ
ー
ン
」
の
『
ニ
ュ
ー

オ
ー
ダ
ー
』（
作
・
演
出:

萩
原
雄

太
／
４
月
12
日
・
13
日
）
も
、
そ
う

い
っ
た
作
品
の
一
つ
だ
。
東
京
を
中

心
に
活
動
す
る
こ
の
劇
団
は
、
11
年

以
来
、「
３
・
11
」
を
背
景
に
し
た

作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
こ
の

『
ニ
ュ
ー
オ
ー
ダ
ー
』
も
、
震
災
に

よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
「
自
分
の
居

場
所
に
対
す
る
安
心
感
」
に
ま
つ
わ

る
物
語
だ
。
前
作
『
ス
タ
イ
ル
カ
ウ

ン
シ
ル
』
で
は
、
実
際
に
福
島
に

行
っ
て
取
材
を
し
、
方
言
を
含
め

て
、
そ
の
生
の
言
葉
を
俳
優
に
喋
ら

せ
る
な
ど
、
積
極
的
か
つ
ス
ト
レ
ー

ト
に
震
災
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
以

前
、
若
者
の
作
品
に
「
自
分
の
居
場

所
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
増
え

て
き
て
い
る
気
が
す
る
、
と
書
い
た

事
が
あ
る
が
、
こ
の
劇
団
の
「
居
場

所
」
の
物
語
が
そ
れ
ら
と
比
べ
て
幾

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

Tremolo Angelos『ホシハチカニオドル』公演写真

かもめマシーン『ニューオーダー』チラシ

震災と向き合う演劇人

分
骨
太
に
思
え
る
の
は
、
現
地
の
空

気
を
吸
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

北
九
州
で
も
、
震
災
に
向
き
合
っ

た
作
品
が
創
ら
れ
て
い
る
。
北
九
州

在
住
の
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
・
谷
本
仰

と
広
島
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
身

体
表
現
者
・
大
槻
オ
サ
ム
の
ユ
ニ
ッ

ト
「T

rem
olo A

ngelos

」
の『
ホ

シ
ハ
チ
カ
ニ
オ
ド
ル
』も
ま
た
、
震
災

が
生
み
出
し
た
傷
を
扱
っ
た
作
品
だ
。

　

実
は
こ
の
作
品
、
１
９
８
６
年
の

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
、
99

年
の
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
な

ど
、
放
射
能
に
よ
っ
て
命
を
落
と
し

た
人
々
の
魂
に
寄
り
添
う
作
品
と
し

て
、
２
０
１
１
年
２
月
に
発
表
さ
れ

た
も
の
だ
。
そ
の
直
後
に
東
日
本
大

震
災
、
そ
し
て
福
島
第
一
原
発
事
故

が
起
こ
っ
た
。
以
来
、「
１
０
０
回

公
演
」
を
目
指
し
て
、
日
本
各
地
で

上
演
を
続
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
に
「
い
の
ち
奪
わ
れ
、

も
の
言
う
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た

人
々
。
彼
ら
彼
女
ら
の
言
葉
や
祈
り
、

叫
び
や
歌
、
踊
り
。
そ
れ
ら
が
星
と

な
っ
て
夜
空
の
闇
に
輝
い
て
い
る
な

ら
、
そ
れ
ら
を
つ
な
い
で
星
座
を
見

出
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
物
語
を
聴

き
取
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
」
と

あ
る
通
り
「
闇
」「
身
」「
興
」「
森
」

「
光
」
な
ど
の
文
字
と
共
に
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
で
展
開
さ
れ
る
物
語
は
、

死
者
を
忘
れ
ず
、
対
話
し
続
け
よ
う

と
す
る
強
い
意
思
と
い
う
一
本
の
線

で
結
ば
れ
て
い
る
。
か
と
い
っ
て
、

決
し
て
声
高
に
状
況
を
嘆
い
た
り
、

責
任
の
所
在
を
問
う
た
り
は
し
な
い
。

ま
さ
に
星
の
瞬
き
の
よ
う
な
儚
さ
す

ら
感
じ
ら
れ
る
作
品
だ
。

　

今
年
度
は
宇
部
、
大
阪
公
演
が
決

定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
地
元
北
九

州
で
も
公
演
が
あ
る
時
は
、
是
非
一

度
観
劇
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

12
年
３
月
11
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
は
じ
め
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
各
都

市
で『
震
災SH

IN
SA
I: T
heaters 

for Japan

』
が
開
催
さ
れ
た
。
被

災
地
の
演
劇
人
、
劇
場
な
ど
の
た
め

に
、
支
援
金
の
募
集
を
目
的
と
し
た

企
画
だ
。
日
本
の
演
劇
人
も
参
加
し

て
、
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
作
品

上
演
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
、「
演
劇

の
力
」
を
信
じ
る
者
の
一
人
と
し
て

は
、
や
は
り
、
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
の
で
あ
る
。「
今
だ
か
ら
こ
そ
、

演
劇
が
必
要
な
の
だ
」
と
。
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さ
て
、「
花
子
と
ア
ン
」
で
は
花

子
の
物
語
に
、
時
折
ア
ン
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
ン
な
ら
ぬ
モ
ン
ゴ
メ
リ
と
花
子
に

は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

教
職
を
経
て
文
筆
業
を
志
し
た
点
で

す
。
当
時
は
、
女
性
が
自
立
し
た
職

業
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
選
択
肢
は

ほ
と
ん
ど
こ
の
二
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
企
画
展
で
は
、
ア
ン

を
生
ん
だ
２
人
の
作
家
が
、
社
会
的

な
職
業
を
持
つ
自
立
し
た
女
性
と
し

て
歩
ん
だ
人
生
も
た
ど
り
ま
す
。

　

ま
た
ド
ラ
マ
で
は
、
花
子
と
伯
爵

令
嬢
・
葉
山
蓮
子
の
友
情
も
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
で
す
。
蓮
子
の
モ
デ
ル

は
、
歌
人
の
柳
や
な
ぎ
わ
ら原

白び
ゃ
く
れ
ん

蓮
。
飯
塚
市
に

あ
る
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
の
ヒ
ロ
イ
ン

で
す
。
花
子
と
白
蓮
、「
腹
心
の
友
」

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙
も
紹
介
し

ま
す
。

　

ほ
か
、『
赤
毛
の
ア
ン
』
フ
ァ
ン

に
は
お
な
じ
み
の
、
バ
ラ
の
つ
ぼ
み

模
様
の
お
茶
道
具
や
、
レ
ー
ス
編
み

な
ど
の
手
芸
品
（
い
ず
れ
も
モ
ン
ゴ

メ
リ
愛
用
品
）、
グ
リ
ン
・
ゲ
イ
ブ

ル
ス
の
模
型
な
ど
、
観
て
楽
し
い
資

料
も
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
メ
リ
が
『Anne of G

reen
G
ables

』
を
出
版
し
た
の
は
１
９

０
８
年
。
５
つ
の
出
版
社
か
ら
原
稿

を
突
き
返
さ
れ
る
、
苦
労
の
船
出
で

し
た
。
し
か
し
、
本
が
刊
行
さ
れ
る

や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
モ
ン
ゴ

メ
リ
は
一
躍
有
名
作
家
へ
。
以
後
、

主
人
公
の
ア
ン
・
シ
ャ
ー
リ
ー
が
年

を
重
ね
、
自
ら
の
家
庭
を
構
え
て
成

長
す
る
、
ア
ン
・
シ
リ
ー
ズ
が
執
筆

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
30
年
後
の
日
本
。
良
質
な

家
庭
文
学
の
紹
介
者
と
し
て
翻
訳
活

動
を
行
っ
て
い
た
村
岡
花
子
が
こ
の

本
に
巡
り
合
い
ま
す
。
戦
火
を
避
け

な
が
ら
の
翻
訳
、
出
版
は
戦
後
７
年

を
経
て
の
こ
と
で
す
。
原
題
は
「
緑

の
切
妻
屋
根
の
ア
ン
」
と
い
っ
た
意

味
で
す
が
、
日
本
人
に
は
、
な
じ
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
私
た
ち
が

よ
く
知
る
タ
イ
ト
ル
『
赤
毛
の
ア

ン
』
を
強
く
推
し
た
の
は
、
花
子
の

長
女
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
上
品
な
ユ

ー
モ
ア
が
薫
る
訳
文
も
あ
り
、
こ
ち

ら
も
出
版
後
は
大
評
判
と
な
り
ま
し

た
。
続
編
の
刊
行
を
心
待
ち
に
し

て
、
追
い
か
け
た
読
者
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
花
子
と
ア
ン
」
は
ご
覧
に
な
っ
て

い
ま
す
か
？　

本
年
は
、
カ
ナ
ダ
の

女
性
作
家
で
、『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
原

作
者
で
あ
る
Ｌ
ル
ー
シ
ー・

Ｍモ
ー
ド・

モ
ン
ゴ
メ
リ

（
１
８
７
４
〜
１
９
４
２
）
の
生
誕

１
４
０
年
、
さ
ら
に
日
加
修
好
85
周

年
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
『
赤
毛

の
ア
ン
』
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

文
学
館
で
は
、
６
月
14
日
（
土
）

か
ら
７
月
13
日
（
日
）
ま
で
「
モ
ン

ゴ
メ
リ
と
花
子
の
赤
毛
の
ア
ン
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
世
界
一
有
名
な
赤

毛
の
女
の
子
を
誕
生
さ
せ
た
二
人
の

文
学
者
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
と
村
岡
花
子

（
翻
訳
家　

１
８
９
３
〜
１
９
６
８
）

を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
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【開催期間】
６月14日（土）～７月13日（日）
【会場】北九州市立文学館
【開館時間】午前９時～午後６時
（入館は午後５時30分まで）
※毎週月曜日休館
【観覧料】
一般　500円　中高生　200円
小学生　100円
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

◎開会式＋村岡美枝さんギャラリートーク　※申込不要
【日時】６月14日（土）午前10時～
【会場】北九州市立文学館

◎村岡恵理さん講演会　※要申込
【日時】７月4日（金）　午後１時30分～午後３時
【会場】北九州芸術劇場小劇場　【定員】200名

◎ワークショップ「野の花の刺しゅう教室」　※要申込
【日時】①６月28日（土）②７月８日（火）　各回午後２時～午後５時
【会場】北九州市立文学館　【定員】各回15名、小学５年生以上対象

Information

「赤毛のアン」原書（初版）と村岡花子訳書

L.M. モンゴメリ

グリン・ゲイブルス

村岡花子

Event

  北九州市立文学館第 16回特別企画展
「モンゴメリと花子の赤毛のアン展
                  ~カナダと日本をつないだ運命の一冊~」

中西　由紀子主任学芸員 Yukiko Nakanishi
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